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2019/7/12 2019/7/19 変化率
1.578 1.563 -0.96%

2019/7/12 2019/7/19 変化幅
6.488 6.364 -0.124

2019/7/12 2019/7/19 変化率
38,736.23 38,337.01 -1.03%

5日発表の国家予算案で今年度の財政赤字目標が暫定予算案
で示された数字より引き下げられたことや、海外でソブリン債（国
債、政府機関債）を発行する意向が示されたことが支援材料とな
り、週前半に10年国債利回りは大きく低下（価格は上昇）しまし
た。その後、一時利益確定売りに押される場面もありましたが、週間
でも利回りは低下となりました。

イーストスプリング・インベストメンツ株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第379号／加入協会 一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会
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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2019年7月19日）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2019年7月19日）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2019年7月19日）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

一部の企業の決算発表の内容や、インドの国債利回りが急低下
（価格は上昇）したことなどが好感されてインド株式市場は週初か
ら週半ばまで上昇しました。しかし、18日に米中貿易摩擦への懸念
の高まりや決算発表への警戒感などを背景に反落しました。さらに、
19日にはインドの超富裕層への増税に関して、同じ課税分類に入
る一部の外国人投資家への免除は認めないとの姿勢が示されたこと
が嫌気されて売りが膨らみ、週間では下落となりました。

インド株式市場で外国人投資家の売りが続いていることなどが重石
となりルピーは対米ドルで下落しました。さらに、円が対米ドルで上昇
したことから、対円でもルピーは下落となりました。

（対象期間：2019/7/15～2019/7/19）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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